
検討体制 目的 検討事項・実施内容等 成果物等
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①運営委員会及び
WGの開催

保険者の第2期データヘルス計画の
最終評価及び第3期データヘルス計
画の策定支援を行うため、最終評価
や第3期データヘルス計画の考え方を
まとめガイドラインを改訂する。
また、令和3年度末に公表した「支
援ガイド」の活用状況等を踏まえ、効
果的な取組などの事例等の追加を
行う。

【検討事項】
①第3期データヘルス計画策定等の支援について
・第2期データヘルス計画の最終評価の考え方
・第3期データヘルス計画の策定の考え方
⇒中央会及び国が実施した中間評価の調査
結果等から、最終評価及び次期計画の策定支
援について検討する。その際、標準化についての
対応についても検討を行う。
⇒国の「データヘルス計画作成の手引き」の検討
状況と整合を図りつつ進める。

②支援の質の向上のための情報収集・フィードバック
・調査票（チェックリストを含む）の検討
・連合会等へのヒアリング
（令和3年度事業報告書より、事例を追加）
・ガイドへ結果の反映

③令和4年度事業報告書の様式の検討

【開催回数】
運営委員会 年3回
WG 年2回
【成果物】
①国保・後期高齢者ヘルス
サポート事業ガイドラインの
改訂（令和5年3月末公表
予定だが、改訂後のデータヘ
ルス計画作成の手引きの公
表時期によっては、変更する
可能性がある。）

②保険者支援のためのガイ
ドの事例等追加（令和5年
3月末公表予定）

③令和3年度事業報告書
のとりまとめ結果（令和4年
11月公表予定）

②「国保連合会保
健事業支援・評価
委員会」報告会の
開催

ヘルスサポート事業のこれまでの成
果を踏まえ、支援の質の向上に資す
るよう関係者が一堂に会し、情報共
有のための報告会を開催する。

・最新の国の情勢、①で取りまとめた内容・方向性等に
ついて、講演、意見交換等を通じて、周知を図る。

【令和4年度実施内容】
今後、報告会の実施アンケート結果より、委員及び連合
会からの要望等をまとめ、報告会の内容を検討予定。

①講演等（厚労省・運営委員会委員長・中央会等）
②事例発表（支援・評価委員会、連合会）
③意見交換（参加者全体グループ別討議）

【開催回数】
年1回
（12月頃開催予定）
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令和４年度 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の進め方について（案）
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運営委員会（３回） ★
6／24

★ ★

ワーキング・グループ（2回） ★ ★

保健事業支援・評価委員会
委員による報告会

★

実

施

内

容

ガイドラインの改訂
（第2期DH計画の最終評
価及び第3期DH計画の支援
方策の検討）

支
援
ガ
イ
ド

保険者支援のためのガイド
の事例等追加

保険者支援のためのガイド
事例等追加に向けた連合会
等へのヒアリング

支援ガイド活用状況調査
（チェックリストを含む）

事
業
報
告
等

国保連合会の事業報告
書（一体的実施及びDM
セミナー実施状況含む）

支援・評価委員会名簿作
成

令和４年度の
支援・評価委員
会、国保連合
会の活動報告
取り纏め

支援ガイド 追加事例等の検討

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業ガイドライン改訂の検討・作成

名簿調査
票作成

調査
実施

▲公表

【令和４年度 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業スケジュール（案）】

令和3年度の支援・評価委員会、国保連合会の活動報告とりまとめ

令和4年度
様式作成 ▲配付

▲公表

▲速報版
調査実施

調査票作成
（チェックリストを含む）

調査実施

▲公表

連合会等へのヒアリング

回収▲

▲配付 回収▲
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検討体制 目的 検討事項・実施内容等 成果物等

イ
ベ
ン
ト

①WGの開催 ・国保・後期保険者のこれまでの取組
状況について、日本健康会議KPIや国
や中央会の調査結果等を踏まえ、今後
の取組方針を検討する。
・取組の課題を把握し、未導入の保険
者支援や保健指導内容の拡充等、取
組の推進や継続的な人材育成に向け
た研修プログラムの改訂内容を検討す
る。
・②の連合会向け研修の効果的な企
画を検討する。

【検討事項】
・セミナー実施状況調査（事業報告書）
の結果等踏まえた研修プログラムの改訂の
検討
・国保連合会向け研修会のプログラムにつ
いて
（※プログラム改訂は最小範囲を予定）

・今後の生活習慣病重症化予防の取組
への拡充に向けて、国の動向も踏まえ、検
討の要否の含め要確認（検討体制・メン
バー、時期等）

【開催回数】
国の重症化予防ワーキンググループ
の開催状況を踏まえ検討

【成果物】
糖尿病性腎症重症化予防セミ
ナーの研修プログラム改訂版（必
要に応じて）

②連合会向け研修会 ・連合会の強みを活かし、保険者が抱
える取組課題を解決できるようなセミ
ナーの開催に向け、国の最新の動向や
各都道府県のセミナーの開催状況等を
周知する。

・令和3年度実施状況調査（事業報告
書）の結果より、連合会の課題や保険者
の要望等をまとめ、研修会の内容を検討
予定。

・①の検討結果を踏まえる。

【開催回数】
年1回（国保連合会保健師研修
会と合同開催・令和5年2月頃開
催予定）

【成果物】
・研修資料・カリキュラム、発表事
例等
・セミナー参加者アンケート

調
査

③糖尿病性腎症重症化
予防セミナー実施状況調
査（ヘルスサポート事業・
事業報告書と統合）

・糖尿病性腎症重症化予防セミナーの
実施状況および実施上の課題把握のた
め

【調査内容】
○対象
・連合会
○調査内容
・実施回数・実施形態・実施内容
・参加保険者数・参加人数
・実施して良かった点・課題等

【実施時期】
令和4年11月頃配布
令和5年3月回収

【成果物】
・事業報告書
・糖尿病性腎症重症化予防セミ
ナーの研修プログラムへ必要に応じ
て反映させる。

令和4年度 糖尿病性腎症重症化予防ワーキンググループの進め方について（案）
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